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　国内産のパン用小麦の需要は古くから根強いが，
消費者の嗜好の多様化に伴って，近年ますます強く
なっている。北海道の春播品種を除くと，わが国の
パン用品種の組織的育種は，１９３２年の「小麦増殖
５ヶ年計画」の一環として，農事試験場鴻巣試験地
で開始されたのが最初である。「農林３５号」の他に
３品種が相次いで育成されたが，収量性が劣る等の
問題で広く普及するには至らなかった１）。その後は
主として北海道立北見農業試験場で春播小麦を対象
として育成されてきた。現在，国内産パン用小麦と
して出回っているのは，１９８５年に北見農業試験場で
育成された「ハルユタカ」２）が主である。「ハルユ
タカ」は１９９１年には約９，４００ha作付けされていたが，
１９９９年産では３，５００ha弱と著しく減少し，２００２年産
で９，７００haに回復したものの，生産量は１１，９００トン
にすぎない。「ハルユタカ」の生産量が著しく少な
くないため，国内産パン用小麦は大幅に不足してい
るのが現状である。そのため，温暖地・暖地でも栽
培可能なパン用品種の開発が，消費者団体等を初め，
各方面から要望されるようになった。
　「ニシノカオリ」は，このような背景の下で育成
された暖地・温暖地向けの最初のパン用品種で，
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　田谷省三・塔野岡卓司・関　昌子・平　将人・堤　忠宏・野中舜二・氏原和人・佐々木昭博・山
口　勲・新本英二・吉川　亮・藤田雅也・谷口義則・坂　智広（２００３）小麦新品種「ニシノカオ
リ」の育成。九州沖縄農研報告　：１９－３０。
　小麦新品種「ニシノカオリ」は，２０００年２月に「小麦農林１４６号」として登録された。本品種は，
早生，多収，赤さび病抵抗性を目標として，「北見春４２号」と「西海１５７号」を交配し，派生系統育
種法により育成したものである。当初は，めん用品種を目的としたものであったが，後に暖地向け
のパン用品種としての選抜を重ねて育成した硬質小麦である。「農林６１号」より約３日早熟で，稈
長はわずかに短く，耐倒伏性は強い。穂長は短く，ふ色は淡黄で，粒着はやや密である。粒色は褐，
粒の大小は中で，千粒重はやや大である。子実収量はやや低く，見かけの品質はやや優れる。うど
んこ病に強く，縞萎縮病にやや強く，赤かび病抵抗性は「農林６１号」程度の中で，赤さび病にはや
や弱い。穂発芽耐性は中である。製粉特性は「農林６１号」よりやや優れる。パン用等の原料麦で，
温暖地以西の平坦地に適する。
　：温暖地・暖地，硬質小麦，早生，製粉特性，製パン適性。
２０００年２月，「小麦農林１４６号」として農林水産省育
成農作物新品種に登録された。
　本品種は，暖地・温暖地に適する早生の硬質小麦
で，特に菓子パン適性に優れた特性を持っており，
２００２年現在，奨励品種採用県はないが，温暖地以西
の関係各県で実用化に向けた大規模な試験栽培や製
パン試験が行われている。
　ここに「ニシノカオリ」の来歴，育成経過，特性
等について報告する。
　本品種の育成に当たり，福岡製粉倶楽部井上定雄
前専務理事を初めとする実需者，食品総合研究所応
用微生物部酵母研究室，関係各県の行政並びに試験
研究機関の各位に対して深甚な感謝の意を表する。
また，地域適応性および諸特性の検定には，多くの
関係各県農業試験場の担当者各位の協力をいただい
た。さらに，野田ミヤ子技術主任には品質調査等，
橋本隆雄，水田功，三池啓治，吉武貞雄，東定洋，
佐野周作，後藤勝進，原口平八郎，坂本和彦，津留
慶二，三池輝幸，下川太一，山口政義，大賀教伸，
大水豊司，中島誠，本部朗利，青木亮の諸氏には栽
培管理等，山口末次氏（科学技術振興事業団重点研
究支援協力員）には製パン試験等，それぞれ本品種
育成にご協力をいただいた。以上の各位に対し，深
甚なる感謝の意を表する。
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　「ニシノカオリ」は１９８４年４月，九州農業試験場
（現九州沖縄農業研究センター，福岡県筑後市）に
おいて，早生，多収，赤さび病抵抗性を目標として，
「北見春４２号」を母とし，「西海１５７号」（１９９２年に
「アブクマワセ」として命名登録）を父として交配
（羽交５８T－１４２２）を行い，以後，派生系統育種法
によって選抜固定を図り，育成したものである。当
初は，めん用品種を目的としたものであったが，後
に暖地向けのパン用品種としての選抜を重ねて育成
した硬質品種である。母親の「北見春４２号」は，極
晩生の赤さび病抵抗性硬質春小麦系統で，父親の
「西海１５７号」は，極早生・短稈系統である（第１図，
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第１図　ニシノカオリの系譜
第１表）。
　育成経過を第２表および第２図に示した。各世代
の選抜の概要は以下のとおりである。
　F １世代（１９８４年度）：１９８４年６月に採種した F １
種子５４粒を同年１１月に圃場に点播し，約１，９００粒の
種子を得た。
　F ２～ F ３世代（１９８５－８６年度）：雑種集団養成試
験に約２，０００個体を供試し，早生個体等を穂選抜し，
混合採種した。
　F ４世代（１９８７年度）：約３，２００個体を穂選抜試験
に供試し，出穂期，草型等で約２００穂を選抜した。
　F ５世代（１９８８年度）：約２００個体を供試し，固定
度，出穂期，草型等で６系統を選抜した。
　F ６世代（１９８９年度）：６系統を供試し，固定度，
出穂期，草型等で選抜の結果，１系統を選抜した。
　F ７世代（１９９０年度）：「羽系９０―１１」と羽系番号を
付けて生産力検定予備試験および特性検定試験に供
試した。
　F ８世代（１９９１年度）：「羽系９０―１１」を系統適応性
検定試験に供試した結果，収量性が不十分であった
ことから，１９９２～１９９３年度は選抜試験を休止した。
この間に品質関係の調査を行った結果，硬質粒で蛋
白質含量が高いことから，製パン材料として有望で
あることを見いだした。
　F ９～ F１０世代（１９９４～１９９５年度）：「羽系９０―１１」を
系統適応性検定試験および特性検定試験に再供試し
た。
　F１１世代（１９９６年度）以降：「西海１８０号」の系統名
を付し，生産力検定試験および特性検定試験に供試
するとともに，各県農業試験場における奨励品種決
定調査の供試材料として配付した。
　配付県における調査結果では，標準品種に比べて，
成熟期は同等かやや遅く，収量はほとんどの県で下
回った。見かけの品質は，初めての硬質粒系統で
あったためか，良とする県と劣るとする県に評価が
分かれた。加工適性では，製粉歩留がやや高く，特
に菓子パン適性が優れていた。
　「西海１８０号」は，２０００年２月に農林水産省育成農
作物新品種「ニシノカオリ」（小麦農林１４６号）とし
て命名登録された。命名の由来は，パンといえば香
りというイメージがあり，温暖地以西に適するパン
用品種の意を込め，「ニシノカオリ」とした。漢字
または英字で表現する必要がある場合には，「西の
香り」または「Nishinokaori」を用いる。
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　叢性は“やや直立”，株の開閉は“やや閉”で，
「農林６１号」より閉じる。葉色は“やや濃”，葉身の
下垂度は“やや大”である。穂数は「農林６１号」と
同等である。稈長は「農林６１号」よりわずかに短い。
稈の細太は“中”である。ふ色は“淡黄”で，穂型
は“紡錘状”である。穂長は短く，粒着の粗密は
“中”である。粒の色は“褐”で，粒の形は“中”，
粒の大小は“中”である。千粒重は“やや大”であ
る。原麦粒の見かけの品質は“中の上”で「農林６１
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第１表　ニシノカオリ及びその両親の特性
（形態的特性）
千粒重粒の色粒の大小ふ色穂型穂長稈長株の開閉葉色叢性系　統　名品　種　名
大褐中淡黄紡錘極長長 閉～や閉やや濃中（母）北見春４２号
中黄褐 中淡黄紡錘短短やや開やや淡やや直（父）西海１５７号 
中褐中淡黄紡錘短 中やや閉やや濃やや直ニシノカオリ
（生態的特性）
病 害 抵 抗 性
粒  質耐倒伏性
穂発
芽性成熟期出穂期茎立性
播性
程度
系　統　名
品　種　名 赤さ
び病
赤か
び病
うどん
こ病　
縞萎
縮病
強中強－硝子質やや強中極晩極晩中Ⅰ（母）北見春４２号
やや弱中やや弱強 粉状質強やや易極早極早やや早Ⅰ（父）西海１５７号 
やや弱中強やや強硝子質強中やや早 やや早やや早Ⅰニシノカオリ
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第２表　選抜経過
９８９７９６９５９４９３９２９１９０８９８８８７８６８５８４１９８３播種年度
Ｆ１３Ｆ１２Ｆ１１Ｆ１０Ｆ９Ｆ８Ｆ７Ｆ６Ｆ５Ｆ４Ｆ３Ｆ２Ｆ１交配世代
１１１１供試系統群数
５１０１０５１５１６２００３２００２０００１９００３０３穂　　　系統数
個体個体個体個体
１１１１１選抜系統群数 
１１１１１１１１６　　　系統数
５５１０１０５全刈り５２００穂３２００粒２０００粒１９００粒５４粒　　　個体数
系統選抜系統選抜
単独
系統
派生
系統
穂選抜雑種集団
養成　　
選抜試験名
　　西海　　
　　１８０号　　羽系 90―1１
標肥
多肥
標肥
多肥
標肥
多肥
標肥
多肥
標肥
多肥
標肥
多肥
標肥生産力検定試験
（１９９５年度まで予備試験，９６年度は本試験）
ドリルドリルドリル
１０１０９１０７８７特性検定試験
６０５系統適応性検定試験
１９２１１１奨励品種決定調査
注）標肥：条播の標肥栽培，多肥：条播の多肥栽培，ドリル：ドリル播栽培。特検，系適，奨決の数字は試験実施場所数を
示す。
第２図　育成系統図
注）×は廃棄，○印の数字は系統群から選抜した系統を示す。
号」よりやや優る（第１，３，４，５表）。
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　秋播性の程度は“Ⅰ”で，茎立性は“やや早”で
ある。「農林６１号」よりも出穂期で４日，成熟期で
３日程度早い早生種である。耐倒伏性は“強”で
「農林６１号」より優れる。うどんこ病抵抗性は“強”，
縞萎縮病抵抗性は“やや強”である。赤かび病抵抗
性は“中”で「農林６１号」と同等である。赤さび病
には“やや弱”で，穂発芽性は“難”である（第
１，３，４，６表）。
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　育成地の子実収量は，「農林６１号」に比べて標準
栽培で９３％，多肥栽培で９７％，ドリル播栽培で８６％
と，いずれも低い（第５表）。
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　製粉特性は，製粉歩留が“やや高”，ミリングス
コアが“中”で，「農林６１号」よりやや優れる。粉
の白さ・明るさは“中”，色づきは“やや低”であ
る。６０％粉の蛋白質含有率は“やや多”で「農林６１
号」より２％高く，灰分はやや高い。アミロース含
量は同等である。ファリノグラムの吸水率は“高”，
バロリメーターバリューは“やや高”である。エキ
ステンソグラムの伸長抵抗は“やや強”，伸長度は
“中”である。生地発酵の程度は“やや大”である。
アミログラムの最高粘度は“やや小”，ブレークダ
ウンは“やや小”である。（第７，８表）。蛋白質含有
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第３表　特性概要
A　形態的特性
農林６１号シロガネコムギニシノカオリ　　　形　　質
４（やや直立）４（やや直立）４（やや直立）叢性
５（中）７（開）４（やや閉）　株の開閉
１（無）１（無）１（無）鞘葉の色
６（やや長）３（短）４（やや短）稈長
５（中）６（やや太）５（中）稈の細太
５（中）５（中）５（中）稈の剛柔
５（中）５（中）６（やや多）稈のワックスの多少
５（中）４（やや淡）６（やや濃）葉色
５（中）５（中）６（やや多）葉鞘のワックスの多少
１（無）１（無）１（無）葉鞘の毛の有無・多少
５（中）６（やや大）６（やや大）葉身の下垂度
３（少）４（やや少）１（無）フレッケンの有無・多少
３（紡錘状）３（紡錘状）３（紡錘状）穂型
６（やや長）４（やや短）３（短）穂長
５（中）５（中）４（やや密）粒着の粗密
５（中）５（中）５（中）穂の抽出度
３（少）３（少）５（中）穂のワックスの多少
１（無）１（無）１（無）ふ毛の有無
１（黄）１（黄）１（黄）葯の色
５（中）６（やや多）６（やや多）芒の有無・多少
５（中）６（やや長）６（やや長）芒長
４（褐）１（淡黄）１（淡黄）ふ色
５（中）５（中）５（中）粒の形
５（中）５（中）５（中）粒の大小
５（赤褐）３（黄褐）４（褐）粒の色
５（中）５（中）５（中）頂毛部の大きさ
２（極少）２（極少）３（少）粒の黒目の有無・多少
５（中）５（中）６（やや大）千粒重
５（中）６（やや大）６（やや大）容積重
５（中中）６（中上）６（中上）原麦粒の見かけの品質
５（中）６（やや多）７（多）粗蛋白質含量
５（中）４（やや少）４（やや少）灰分含量
１（うるち）１（うるち）１（うるち）うるち・もちの別
注）種苗特性分類調査基準（平成１０年３月）の階級値および区分を示す。
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Ｂ　生態的特性・品質特性（第３表続き）
農林６１号シロガネコムギニシノカオリ　　　形　　質
２（Ⅱ）２（Ⅱ）１（Ⅰ）播性の程度
５（中）４（やや早）４（やや早）茎立性
５（中）４（やや早）４（やや早）出穂期
５（中）４（やや早）４（やや早）成熟期
５（中）５（中）６（やや強）耐湿性
５（中）９（かなり強）７（強）耐倒伏性
７（難）４（やや易）５（中）穂発芽性
５（中）４（やや易）５（中）脱粒性
５（中）６（やや多）４（やや少）収量性
５（中）４（やや軟）７（硬）粒の硬軟
１（粉状質）１（粉状質）３（硝子質）粒質
５（中）６（やや高）６（やや高）製粉歩留
５（中）７（高）５（中）ミリングスコア
５（中）５（中）６（やや多）６０％粉蛋白質含量
５（中）５（中）６（やや多）６０％粉灰分含量
５（中）６（やや高）５（中）粉の白さ
５（中）６（やや高）４（中）粉の明るさ
５（中）５（中）４（やや低）粉の色づき
５（中）５（中）７（高）吸水率
５（中）４（やや低）６（やや高）バロリメーターバリュー
５（中）４（やや小）６（やや大）生地発酵の程度
５（中）４（やや弱）６（やや強）伸長抵抗
５（中）５（中）５（中）伸長度
５（中）４（やや小）６（やや大）形状係数
５（中）５（中）４（やや小）最高粘度
５（中）５（中）４（やや小）ブレークダウン
４（やや弱）７（強）６（やや強）縞萎縮病抵抗性
５（中）５（中）５（中）赤かび病抵抗性
５（中）４（やや弱）７（強）うどんこ病抵抗性
５（中）３（弱）４（やや弱）赤さび病抵抗性
注）種苗特性分類調査基準（平成１０年３月）の階級値および区分を示す。
第４表　生育調査成績
赤さ
び病
うどん
こ病　
赤か
び病
縞萎
縮病
倒伏
程度
　穂数
（本/㎡）
穂長
（cm）
稈長
（cm）
成熟期
（月．日）
出穂期
（月．日）品　種　名栽培条件
０．６０．８０．９０．０１．０４１１８．２９２５．２８４．　８ニシノカオリ
条播標肥 １．１１．７０．７０．００．５３９３９．８７９５．２６４．　６シロガネコムギ
０．２１．３０．９０．０２．９４２１９．５９５５．３１４．１２農林６１号
０．２０．００．６０．０１．０４６２８．９９４５．２９４．　９ニシノカオリ
条播多肥 １．８１．５０．４０．００．３３９８９．１８１５．２７４．　６シロガネコムギ
０．３１．２０．７０．０３．１４３４１０．０９６６．　１４．１１農林６１号
０．５０．００．００．０１．８４４１８．６９９５．２５４．　９ニシノカオリ
ドリル播 １．０２．３０．００．００．２４２０９．５８４５．２２４．　６シロガネコムギ
０．２０．８０．００．０２．８４４４９．７１０２５．３０４．１１農林６１号
注）ａ）条播標肥は１９９０－９１，１９９４－９８年度の平均値。ただし，１９９５年度は播種後にトビムシモドキの虫害を受けたため，
平均値の算出から除外した。
　　ｂ）条播多肥は１９９１，１９９４－９８年度の平均値。ただし，１９９５年度は播種後にトビムシモドキの虫害を受けたため，平均
値の算出から除外した。
　　ｃ）ドリル播は１９９６及び１９９８年度の平均値。
　　ｄ）倒伏程度及び病害は，０（無）～５（甚）の６段階評価。
　　ｅ）施肥量（kg/１０a）は，条播標肥で N：８，P２O５：５，K２O：５，条播多肥・ドリル播で N：１２，P２O５：７，K２O：７。
率が高いこと，ファリノグラムおよびエキステンソ
グラム特性からパン適性が高いと判断される。
　食品総合研究所が行った製パン適性試験の原料の
配合率を第９表，試験結果を第１０表に示す。食パン
では市販粉（輸入小麦）に比べて体積，比容積，内
相の色等が劣るが，「農林６１号」に比べるといずれ
も優る。他方，菓子パンでは，市販粉に比べ，体積，
比容積でわずかに劣るものの，内相の色は優れる。
　官能試験の結果では，総合的に食パンでは市販粉
より３ランク劣り，菓子パンでは１ランク劣った
（第１１表）。
	
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　関東以西の関係農業試験場での奨励品種決定調査
成績では，成熟期は「農林６１号」や「シラサギコム
ギ」に比べて早く，「シロガネコムギ」や「チクゴ
イズミ」より遅い。収量はほとんどの県で標準品種
を下回っているが，温暖地以西の平坦地に適応する
と考えられる。
　栽培上の注意としては以下のことが挙げられる。
①播性程度が低いので適期播種に努め，暖冬年では
早めに踏圧により，茎立を押さえる。②高蛋白質特
性をより発揮させるために，追肥に重点をおいた施
肥を行う。葉色が濃いので，葉色による追肥量の判
断に注意する。③穂発芽耐性は十分ではないため，
適期収穫に努める。
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第５表　収量および品質調査成績
硝子率
（％）外観品質
千粒重
（ｇ）
㍑重
（g）
同比率
（％）
子実重
（kg/a）品　種　名栽培条件
９２．３３．７３５．８７９９９３３６．９ニシノカオリ
条播標肥 ９．１４．０３３．４７７８９９３８．６シロガネコムギ
１０．９５．７３２．４７６１１００３９．８農林６１号
８７．５４．６３５．６７９１９７４１．３ニシノカオリ
条播多肥 １０．０４．４３３．６７８８１００４２．３シロガネコムギ
１２．５５．５３２．６７６３１００４３．２農林６１号
８５．３３．２３６．８７９４８６３４．７ニシノカオリ
ドリル播 ２．５４．０３５．０８０１１１３４５．７シロガネコムギ
３．５５．５３１．９７６５１００４０．３農林６１号
注）ａ）条播標肥は１９９０－９１，１９９４－９８年度の平均値。ただし，１９９５年度は播種後にトビムシモドキの虫
害を受けたため，平均値の算出から除外した。
　　ｂ）条播多肥は１９９１，１９９４－９８年度の平均値。ただし，１９９５年度は播種後にトビムシモドキの虫害を
受けたため，平均値の算出から除外した。
　　ｃ）ドリル播は１９９６及び１９９８年度の平均値。
　　ｄ）外観品質は，上上（１）～下下（９）の９段階評価。　
第６表　特性検定試験成績
耐湿性
病　害　抵　抗　性
縞萎縮病穂発芽性播性程度品 種 名
赤かび病赤さび病うどんこ病
やや強中やや弱強やや強中Ⅰニシノカオリ
中中弱やや弱強やや易Ⅱシロガネコムギ
中中中中やや弱難Ⅱ農林６１号
注）試験実施場所及び年次は以下のとおり。
　　播性程度　：九州農試　　１９９０－９１，１９９４－９８　　　赤さび病：九州農試　　１９９０－９１，１９９４－９８
　　穂発芽性　：九州農試　　１９９０－９１，１９９４－９８　　　赤かび病：九州農試　　１９９０－９１，１９９４－９８
　　縞萎縮病　：九州農試　　１９９０－９１，１９９４－９８　　　　　　　　鹿児島農試　１９９５－９８
　　耐湿性　　：三重農技セ　１９９７－９８
　　うどんこ病：九州農試　　１９９０－９１，１９９４－９８
　　　　　　　　長崎農試　　１９９１，１９９５－９８
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第７表　製粉性および６０％粉品質試験成績
６０　％　粉セモリナセモリナＢＭ率灰分ミリング製粉原　　粒
品　種　名 粒度
（ /g）
アミロー ス
（％）
蛋白
（％）
灰分
（％）
粉砕率
（％）
生成率
（％）（％）
移行率
（％）スコア
歩留
（％）
蛋白
（％）
灰分
（％）
１６６５２５．９１１．００．４８７７．６６２．４３１．７４４．８７８．４６８．７１２．４１．４６ニシノカオリ
３０１０２７．１９．３０．４２７３．７５１．７６３．６４７．０８０．７６７．７１１．３１．４５シロガネコムギ
３２２２２６．２８．９０．４２７３．４５０．０６５．２４８．０７９．３６６．４１０．８１．５８農林６１号
１５４５２５．６１２．４０．４７８８．０６１．５２８．６４９．６８２．１７２．０１３．５１．６１１ＣＷ
注）ａ）１９９１，１９９５－１９９８年産の平均値。１９９１年産は条播標肥栽培，他は条播多肥栽培。１ＣＷはカナダ産で食糧庁からの
管理換え。
　　ｂ）アミロース含量は１９９１，１９９５－９６年産の平均値。
第９表　製パン原料の配合率（％）
菓子パン　　　　　　　　　食パン
８０（内麦の粉は１００％）　　　１００パン用小麦粉
２０（内麦の粉には使用せず）０薄力粉
４２圧搾酵母
０．７２食塩
２５５蔗糖
６５ショートニング
２０脱脂粉乳
最適量最適量イオン交換水
注）ａ）食品総合研究所による。
　　ｂ）小麦粉は，水分１３．５％換算で使用。
第８表　６０％粉の色・糊化特性および生地物性試験成績
ア　ミ　ロ　グ　ラ　ムファリノグラム（５０g）ア　ミ　ロ　グ　ラ　ム反　射　率
品　種　名 R/EE
（）
R
（BU）
A
（）
VVWK
（BU）
Stab
（分）
DT
（分）
Ab
（％）
BD
（BU）
MV
（BU）
MVT
（℃）
GT
（℃）
D４５５－
D４５５  
R５５４
（％）
R４５５
（％）
１．６２０６３２３８６４８９９３．９４．１６８．６１９５６３８８８．９５６．７０．０８４６８．７５６．６ニシノカオリ
１．１１９４２０５６０３５１２５２．１２．３５８．６２６９７８２８７．３５８．３０．０９４７０．３５６．６シロガネコムギ
１．２１８９２２４６１４１１０９２．１２．３５８．１２７８８９７８７．４５８．３０．０９５６６．７５６．６農林６１号
２．９１９８５６７１４４６５３８９．１６．９６８．４１６８６１７８９．７５７．１０．０８６７２．２５９．２１ＣＷ
注）ａ）　１９９１，１９９５－９８年産の平均値。
　　ｂ）　エキステンソグラムは１９９５－９８年産の平均値。
第１０表　製パン性試験成績
菓　　子　　パ　　ン食　　　パ　　　ン
品　種　名 内相の
色（L＊）比容積
体 積
（ml）
重　量
（g）　
吸水率
（％）
内相の
色（L＊）
比容積体 積
（ml）
重　量
（g）　
吸水率
（％）
７７．９４．９８４０．０１７１．８５２．３７１．７４．２６２６．０１５２．５６５．９ニシノカオリ
７４．１４．２６９３．８１６４．３４１．５６８．５４．１５９３．８１４４．３５４．４農林６１号
７７．５５．１８７７．５１７３．０５２．３７３．８４．９７４２．５１５２．０６６．０市販粉
注）ａ）食品総合研究所による１９９５－９６年産（九州農業試験場産）の平均値。
　　ｂ）菓子パンの市販粉はパン用粉８０％，薄力粉２０％の混合粉を使用。
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　わが国では年間約４９０万トンの小麦粉が生産され，
このうちの４０％弱に相当する１９０万トンがパン用と
して利用されている。国内産のパン用小麦は，前述
のとおり北海道で約１万トンが生産されているにす
ぎないため，ほとんどを輸入小麦に頼っているのが
現状である。近年の小麦粉の需要動向をみると，
１９９５年に比べて，２０００年のパンの生産量は１０５％と
増加しているが，国内産小麦の主な用途であるめん
類の生産量は９６％に落ち込み，さらに乾麺の生産量
は８８％と大きく減少している３）。一方，国内産小麦
の生産量は，１９９９年産で５４万トンであったものが，
２０００年産では６４万トン，２００１年産では７０万トンと急
増し，わずか２年で「食料・農業・農村基本計画」
にもりこまれた２０１０年産の生産努力目標の８０万トン
に迫っている。そのため製粉業界は，国内産小麦の
需給のミスマッチ解消とともに，国内産小麦の需要
拡大に向けてパン製品への利用，中華めんやパスタ
類へのブレンド技術の開発等を求めている３）。「ニ
シノカオリ」は，このような情勢を背景に，消費者，
製粉・製パン業界および生産者から大きな期待が寄
せられている。
　「ニシノカオリ」の食パン適性は，輸入小麦の１
CWに比べると劣り，菓子パン適性もやや劣ると評
価されている。しかし，世界を見渡すと，イギリス
パン，フランスパン，ドイツパン等，あるいはイン
ドや中近東で食されているチャパティやナンなど，
それぞれの産地で穫れる小麦の特性を活かした様々
なパン類が存在している。このことを考えると，日
本には日本産小麦の特徴を活かした固有のパンが
あってしかるべきと考える。そのための原料として
「ニシノカオリ」の特性をいかに活かして製品化に
結びつけるか，現在，プロジェクト研究課題にも組
み込み，さらに試験を重ねている。他方，「ニシノ
カオリ」１品種だけで，温暖地・暖地の広範な地域
に対応するのは困難であり，また，パン適性がより
優れた品種開発も当然必要であるため，現在，「ニ
シノカオリ」に続く品種育成を急いでいる。

　１．「ニシノカオリ」は，１９８４年４月に九州農業
試験場において，硬質小麦系統の「北見春４２号」を
母とし，極早生の「西海１５７号」（後の「アブクマワ
セ」）を父として交配し，派生系統育種法により育
成され，２０００年２月に農林水産省育成農作物新品種
「ニシノカオリ」（小麦農林１４６号）として命名登録
された。
　２．「農林６１号」よりわずかに短稈で，穂長は短
く，穂数は同等で，株はやや閉じる。穂型は紡錘状
でふの色は淡黄，粒着は中である。粒の色は褐で，
粒の形・大小は中，千粒重はやや大である。原麦粒
の見かけの品質は中の上である。
　３．秋播性程度はⅠで，茎立性はやや早である。
「農林６１号」よりも出穂期で４日，成熟期で３日程
度早い早生種である。耐倒伏性は強で「農林６１号」
より優れる。うどんこ病には強く，縞萎縮病にやや
強い。赤かび病抵抗性は中で，赤さび病にはやや弱
い。穂発芽性は中である。収量性はやや少ない。
　４．製粉歩留はやや高，ミリングスコアは中で，
「農林６１号」よりやや優れる。粉の白さ・明るさは
中，色づきはやや低い。６０％粉の蛋白質含量はやや
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第１１表　官能試験成績
評価合計
内　　　　　相外　　　　　観
品　種　名種類 味香り触感色相すだち皮質形均整焼き色比容積
１００１５１５５５１０５５１０３０配点
Ｅ５４．４８．８８．９３．５３．５５．８３．５３．５５．８１１．３ニシノカオリ
食パン Ｅ４５．４７．０７．０３．０３．０４．２３．０３．０４．３１１．０農林６１号
Ｂ８１．５１４．０１３．５４．５４．５８．８４．５４．５８．８１８．５市販粉
Ｃ７７．３１２．５１２．０４．５４．５８．３４．５４．３７．８１９．０ニシノカオリ
菓子パン Ｅ５２．２７．８８．０３．４３．３５．０３．３３．８５．８１２．０農林６１号
Ｂ８２．０１３．０１３．０４．５４．５８．５４．５４．５８．５２１．０市販粉
注）ａ）食品総合研究所による１９９５－１９９６年産（九州農業試験場産）の平均値。
　　ｂ）焼成後１８～２４時間経過後に評価。合計点が９１以上：Ａ，８１～９０：Ｂ，７１～８０：Ｃ，６１～７０：Ｄ，６０以下：Ｅとした。
多く，「農林６１号」より２％多い。灰分はやや高い。
アミログラムの最高粘度，ブレークダウンはやや小
でともに「農林６１号」よりやや小さい。製パン適性
は，市販小麦粉に比べて食パンでは劣り，菓子パン
ではわずかに劣る。
　５．栽培上の注意としては，①播性程度が低いの
で適期播種に努める，②高蛋白質特性をより発揮さ
せるために，追肥に重点をおいた施肥を行う，③穂
発芽耐性が十分ではないので，適期収穫に努める等
である。
　６．「ニシノカオリ」はパン用等の原料麦として
温暖地以西の平坦地に適する。

１）神尾正義（２００２）高品質小麦の生産をめざして．
米麦改良　：２－１４．
２）尾関幸夫・佐々木宏・天野洋一・土屋俊雄・前野
眞司（１９８８）春播小麦新品種「ハルユタカ」の育
成について．北海道立農業試験場集報　：４１－５４．
３）製粉振興会（２００１）国内産小麦の需要拡大につい
て．製粉振興２００１　No．４１１３：３－４．
　　　　　　　　　　　　　
九州沖縄農業研究センター報告　第４２号（２００３）28
付表　育成従事者名
９８９７９６９５９４９３９２９１９０８９８８８７８６８５８４１９８３播種年度
F１３F１２F１１F１０F９F８F７F６F５F４F３F２F１交配　世　代
系　統　選　抜品質試験系統
選抜
　派生系 単独系
　統選抜 統選抜
　雑種集　穂選抜
　団養成
　試験名
野中舜二
氏原和人
佐々木昭博
田谷省三
山口勲夫
新本英二
吉川　亮
藤田雅也
谷口義則
関　昌子
坂　智広
塔野岡卓司
堤　忠宏
平　将人
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写真１　ニシノカオリの株
　　　　左：ニシノカオリ
　　　　右：農林６１号
写真２　ニシノカオリの穂と粒
　　　　左：ニシノカオリ
　　　　右：農林６１号
